
休日 当番医

日曜 小児専門当番医 9時～12時

休日当番医など休日当番医など（６月１日～７月15日）

26
日
㈰

12
日
㈰

19
日
㈰

７
月
３
日
㈰

６
月
５
日
㈰

10
日
㈰

平 谷 川 瀬

泉 町 滝 尻

錦 町

常磐上湯長谷町

平 上 荒 川

小 名 浜 大 原

植 田 町

常 磐 湯 本 町

平 作 町

小名浜岡小名

錦 町

常 磐 関 船 町

小 島 町

平 豊 間

小名浜南君ケ塚町

勿 来 町

常 磐 西 郷 町

平 上 荒 川

平 作 町

泉 玉 露

佐 糠 町

常磐上湯長谷町

中 央 台 高 久

平 下 平 窪

小 名 浜 大 原

植 田 町

常 磐 湯 本 町

8時30分～12時

９時～17時

10時～16時

９時～17時

９時～14時

９時～17時

９時～17時

９時～17時

９時～17時

休日救急歯科診療所
（総合保健福祉センター内）☎27－8620
日曜日、祝日:９時～12時、13時～16時
（受付終了時間15時30分）
休日夜間急病診療所
（総合磐城共立病院内）☎27－1208
平日:20時～24時　土曜日:20時～翌朝７時　
日曜日:13時～24時　祝日:９時～24時

●
か
か
り
つ
け
医
を
も
ち
ま
し
ょ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　●
コ
ン
ビ
ニ
受
診
は
や
め
ま
し
ょ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　●
救
急
車
は
適
正
に
利
用
し
ま
し
ょ
う

☎024－521－3790または♯8000（プッシュ回線・携帯電話）
毎日　19時～翌朝８時

山内クリニック
いずみ整形外科クリニック
呉羽総合病院
ときわ会常磐病院
たかはしクリニック
中村病院
櫛田病院
いわき湯本病院
山口医院
小名浜生協病院
こうじま慈愛病院
織内医院
須田医院
坂本整形外科医院
磐城中央病院附属診療所
なこそ病院
せき整形外科クリニック
新田目病院
山口医院
にしやま耳鼻咽喉科医院
矢吹病院
ときわ会常磐病院
中央台たなか眼科
ひらくぼ内科クリニック
中村病院
櫛田病院
いわき湯本病院

25－8181

56－3533

63－2181

43－4175

46－1231

53－3141

63－3202

42－3188

24－1811

53－4374

63－5141

44－1133

27－6060

38－2830

53－3511

65－7755

84－9905

28－1222

24－1811

56－8733

63－1818

43－4175

29－1722

23－7788

53－3141

63－3202

42－3188

※症状によっては、専門外となる場合もありますので、
　不明な場合は、当番医療機関にお問い合わせください。

※休日当番医の場合は、左
　表に記載しています。

5日
12日
19日
26日
3日
10日

６
月

７
月

73－8815
22－4272
58－5505
28－8686

小名浜岡小名

平 下 荒 川

鹿 島 町 久 保

郷 ケ 丘

こんない子供クリニック
福田小児科医院
しがこどもクリニック
やまぎわこどもクリニック

休日 診療協力医

ときわ会常磐病院（常磐上湯長谷町）
９時～15時　　　　　　　　 　☎43－4175

【内科・外科】

【泌尿器科】

【精神科】

【眼科】

※このほかにも休日に診療している医療機関があ
　りますので、あらかじめかかりつけの医療機関
　などで確かめてください。

※変更となる場合がありますので、事前に当番医
　療機関、または消防署（☎23－0119）へお問
　い合わせください。市ホームページでも公開し
　ていますので、ご覧ください。

10日 
５日、12日、19日、26日 

新田目病院（平上荒川）
10時～16時　　　　　　　　 　☎28－1222
６月
７月

10日 
12日、19日、26日 ６月

７月

３日、10日 
５日、12日、19日、26日 ６月

７月

３日 
５日、12日、19日、26日 ６月

７月

中央台たなか眼科（中央台高久）
９時～14時　　　　　　　　 　☎29－1722

５日６月

山口医院（平作町）
９時～17時　　　　　　　　　☎24－1811

５日、26日 ６月 ３日、10日 ７月

12日、19日６月 10日 ７月

５日６月 ３日 ７月

12日６月 10日 ７月

たかはしクリニック（平上荒川）
９時～17時　　　　　　　　　☎46－1231

須田医院（小島町）
８時30分～12時　　　　　　　☎27－6060

白井外科胃腸科医院（平下平窪）
８時30分～12時　　　　　　　☎25－3788

志賀整形外科・外科（平鍛冶町）
９時～12時　　　　　　　　　☎23－5050

長谷川整形外科医院（平五色町）
８時30分～11時30分　　　　　☎25－5691

※７月の当番医については、６月下旬ごろ市ホームペー
　ジに公開しますので、ご覧ください。
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休
日
当
番
医
な
ど

県こども救急電話相談

けんこうQ&A

　

皮 膚 科 ③消化器内科医療録③

　
三
角
線
維
軟
骨
複
合
体
（
Ｔ
Ｆ
Ｃ

Ｃ
）
と
は
、
手
関
節
の
小
指
側
（
尺
骨

手
根
骨
間
）
に
あ
る
複
数
の
靱
帯
と
軟

骨
板
で
で
き
た
支
持
組
織
の
こ
と
で
す
。

損
傷
の
原
因
は
主
に
外
傷
で
あ
り
、
転

倒
の
際
強
く
地
面
に
手
を
突
い
た
り
、

重
い
物
を
持
っ
て
手
関
節
を
ひ
ね
っ
て

Ｔ
Ｆ
Ｃ
Ｃ
を
断
裂
し
ま
す
。
ま
た
、
一

回
の
強
い
衝
撃
や
そ
の
繰
り
返
し
で
も

断
裂
は
起
こ
り
、
野
球
や
テ
ニ
ス
な
ど

の
よ
う
に
手
関
節
を
酷
使
す
る
ス
ポ
ー

ツ
の
ほ
か
、
労
働
や
加
齢
に
よ
る
変
性

損
傷
に
よ
っ
て
発
症
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　
症
状
は
、
同
部
の
強
い
痛
み
で
発
症

し
ま
す
。
日
常
生
活
動
作
に
お
け
る
慢

性
的
な
痛
み
が
持
続
し
、
重
症
化
す
る

と
、
回
内
回
外
運
動
（
手
の
ひ
ら
の
内

返
し
外
返
し
）
に
支
障
を
来
し
、
動
か

せ
な
く
な
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
ド

ア
ノ
ブ
を
回
す
よ
う
な
動
作
が
、
痛
み

の
た
め
困
難
に
な
り
ま
す
。

　
診
断
は
、
問
診
と
圧
痛
や
、
痛
み
の

誘
発
テ
ス
ト
で
お
お
よ
そ
の
見
当
は
付

き
ま
す
が
、
損
傷
の
程
度
や
形
を
調
べ

る
た
め
に
は
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
や
関
節
造
影
な

ど
の
画
像
検
査
を
行
い
ま
す
。
最
近
で

は
、
エ
コ
ー
検
査
も
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
確
定
診
断
の
た
め
に
は
、

関
節
鏡
に
よ
る
検
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

無
菌
状
態
で
行
う
必
要
が
あ
る
た
め
、

三
角
線
維
軟
骨
複
合
体（
Ｔ
Ｆ
Ｃ
Ｃ
）損
傷

　
肝
炎
の
起
こ
る
大
き
な
原
因
に
、
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
へ
の
感
染
が
あ
り
ま
す
。
最
も

多
い
の
が
、
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
で
、
血

液
に
よ
っ
て
感
染
し
ま
す
。
日
本
人
の
肝

が
ん
の
最
大
原
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
感
染
し
て
も
、
ほ
と
ん
ど
が
無
症
状

（
肝
臓
は
沈
黙
の
臓
器
）
で
経
過
し
、
治

療
せ
ず
に
い
る
と
、
肝
硬
変
や
肝
が
ん
に

進
展
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
血
液
検
査

で
感
染
の
確
認
が
で
き
ま
す
。
い
わ
き
市

で
は
、
国
保
特
定
健
診
、
健
康
診
査
の
受

診
と
併
せ
て
、
検
査
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
治
療
は
、
主
に
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
療

法
（
注
射
）
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
し

健
康
教
室
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Ｑ
　
人
体
へ
の
紫
外
線
の
影
響
は
？

Ａ
　
紫
外
線
に
よ
る
良
い
影
響
は
、
ビ
タ

ミ
ン
Ｄ
を
合
成
し
、
骨
や
歯
を
丈
夫
に
す

る
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
一
日
に
必
要
な

紫
外
線
量
は
日
陰
で
三
十
分
過
ご
す
程
度

で
十
分
で
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
不
足
を
懸
念
し

て
積
極
的
に
日
光
浴
を
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
紫
外
線
の
急
性
障
害
と
し
て
、
肌
の
表

面
に
影
響
す
る
Ｕ
Ｖ
Ｂ
に
よ
る
日
焼
け
が

あ
り
ま
す
。
強
い
日
差
し
を
浴
び
続
け
る

と
、
数
時
間
で
サ
ン
バ
ー
ン
（
発
赤
や
水

疱
）
が
現
れ
、
数
日
後
に
は
サ
ン
タ
ン

（
色
素
沈
着
）
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
長

期
的
に
は
、
シ
ミ
、
シ
ワ
な
ど
の
光
老
化

や
皮
膚
が
ん
の
発
生
が
問
題
と
な
り
、
目

で
は
白
内
障
な
ど
の
誘
因
に
も
な
り
ま
す
。

特
に
、
色
白
で
、
す
ぐ
に
サ
ン
バ
ー
ン
を

起
こ
す
が
、
サ
ン
タ
ン
を
生
じ
に
く
い
人

は
、
紫
外
線
の
影
響
を
受
け
や
す
い
で
す
。

Ｑ
　
治
療
と
対
策
は
？

Ａ
　
サ
ン
バ
ー
ン
に
な
っ
た
ら
、
ま
ず
は
、

患
部
を
冷
た
い
タ
オ
ル
な
ど
で
冷
や
し
ま

し
ょ
う
。
痛
み
や
炎
症
の
程
度
に
よ
っ
て

は
、
ス
テ
ロ
イ
ド
外
用
剤
の
使
用
が
必
要

に
な
り
ま
す
の
で
、
皮
膚
科
を
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。
活
動
す
る
時
間
や
場
所
、
身

に
着
け
る
衣
類
の
工
夫
、
帽
子
の
利
用
、

日
焼
け
止
め
の
使
用
な
ど
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。
紫
外
線
は
年
中
降
り
注
い
で
い

ま
す
の
で
、
日
焼
け
が
目
立
た
な
い
冬
場

や
曇
り
の
日
で
も
油
断
は
禁
物
で
す
。

　
日
焼
け
止
め
の
強
さ
の
指
標
に
、
Ｓ
Ｐ

Ｆ
と
Ｐ
Ａ
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
高
い

ほ
う
が
強
い
の
で
す
が
、
Ｓ
Ｐ
Ｆ
は
主
に

シ
ミ
や
そ
ば
か
す
の
原
因
に
な
る
Ｕ
Ｖ
Ｂ

の
防
止
効
果
、
Ｐ
Ａ
は
肌
の
内
部
に
影
響

し
、
主
に
シ
ワ
や
た
る
み
の
原
因
に
な
る

Ｕ
Ｖ
Ａ
の
防
止
効
果
を
表
す
目
安
の
数
値

で
す
。
Ｓ
Ｐ
Ｆ
四
十
〜
五
十
・
Ｐ
Ａ
＋
＋

＋
程
度
の
日
焼
け
止
め
が
お
勧
め
で
す
。

ま
た
、
一
度
塗
る
だ
け
で
は
落
ち
て
し
ま

う
の
で
、
塗
り
増
し
が
必
要
で
す
。

し
ゅ
か
ん
せ
つ

し
ゅ
こ
ん
こ
つ

し
ゃ
っ
こ
つ

か
つ 

ま
く

じ
ん
た
い

手
術
室
で
行
う
都
合
上
、
検
査
だ
け
で

は
な
く
、
多
く
は
同
時
に
手
術
も
並
行

し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
Ｔ
Ｆ
Ｃ
Ｃ
損
傷
と
診
断
さ
れ
た
場
合
、

初
期
治
療
と
し
て
、
ま
ず
は
安
静
・
消

炎
鎮
痛
剤
の
投
与
、
サ
ポ
ー
タ
ー
や

テ
ー
ピ
ン
グ
に
よ
る
固
定
、
物
理
療
法

な
ど
に
よ
る
保
存
的
治
療
を
行
い
ま
す
。

保
存
的
治
療
に
よ
っ
て
症
状
が
改
善
し

な
い
場
合
は
、
手
関
節
に
ス
テ
ロ
イ
ド

注
射
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
軟

骨
の
変
性
を
促
進
し
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
り
、
慎
重
に
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

関
節
鏡
手
術
で
は
、
Ｔ
Ｆ
Ｃ
Ｃ
の
部
分

切
除
・
滑
膜
切
除
・
縫
合
術
な
ど
が
行

わ
れ
ま
す
。
尺
骨
の
突
き
上
げ
を
伴
う

場
合
は
、
尺
骨
手
根
骨
間
の
除
圧
目
的

で
、
尺
骨
短
縮
術
が
行
わ
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

紫
外
線（
Ｕ
Ｖ
）に
よ
る
皮
膚
障
害

Ｃ
型
慢
性
肝
炎

 

ほ
う

す
い 

こ
う
ろ
う
　か

か
し
、
頻
回
の
通
院
や
発
熱
な
ど
の
副
作

用
が
強
く
、
敬
遠
さ
れ
が
ち
で
し
た
。
現

在
は
、
内
服
薬
だ
け
で
ウ
イ
ル
ス
を
排
除

す
る
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
フ
リ
ー
療
法

（
注
射
薬
を
使
用
せ
ず
）
が
治
療
の
主
流

で
す
。
副
作
用
が
少
な
く
、
治
癒
率
も
は

る
か
に
向
上
し
て
い
ま
す
。
検
査
や
治
療

費
が
高
額
で
あ
る
た
め
、
助
成
制
度
も

整
っ
て
い
ま
す
の
で
、
保
健
所
な
ど
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
排
除
が
成
功
し
て
も
、

肝
が
ん
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

早
期
発
見
の
た
め
に
、
血
液
検
査
や
腹
部

超
音
波
検
査
な
ど
の
継
続
的
な
経
過
観
察

が
重
要
で
す
。
か
か
り
つ
け
医
を
通
し
て
、

専
門
医
で
の
連
携
診
療
が
大
切
で
す
。

提
供
・
問
い
合
わ
せ

　（
一
社
）
い
わ
き
市
医
師
会
　

　
☎
27
･
7
1
5
5

市民の

手根骨

親指 小指

尺骨

TFCC


